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フォルニ ァ くらいの へだたり があった ので ある。 郷里 

へ 引上げる と 間もなく 次 姉は巿 から 一 里く らい 西の A 

村に 嫁入り をした ので、 あと は 全く 静かな 淋しい 家庭 

であった。 その 以前から 長 姉の 片付いて いた B 家が 三 

軒 置いた 隣り にあって、 そこに は 自分より 一 つ 年上の 

甥が 居た から、 自分の 幼時の 多くの 記憶 はこの 姉の 家 

と 自宅との 間の 往復に つながつ ている。 それと、 もう 

うち 

一 つ、 宅の 門 脇の 長屋に 住んで いた 重兵衛 さんの 一家 

との 交渉が 自分の 仮想 的 自叙伝 中に おける かな リ 重要 

な 位置 を 占めて いるよう である。 

重兵衛 さんの 家 は 維新 前に はちゃん とした 店 を もつ 



た 商人であった らしい が、 自分の 近づきに なった 頃 は 

+? 力 もち 

いわゆる 「仲 持」 すなわち、 今の 土地 家屋 売買 周旋業 

と 云った ような 商売で、 口と 足と さえ 働かして おれば 

自然に 懐中に 金の 這 入って 来る 種類の 職業で あったら 

しい。 五十 近いで つぶり 肥った 赤ら顔で いつも 脂 

ぎって 光って いたが、 今 考えて みると なかなか 頭の 善 

さそうな 眼 付き をして いた。 夏の 暑い 盛り だと 下帯 一 

しぶう ちわ 

つの 丸裸で 晚 酌の 膳の 前に あぐらをかいて、 渋 団扇で 

さかずき 

蚊 を 追いながら 実にう まそう に 杯 をな めて は 子供 等 

を 相手に して 色々 の 話 をす るの が 楽しみで あったらし 

い。 松 魚の 刺身の つまに 生の にんにく を かり かり 齧 



が 浮び、 そうして 井戸端から 高らかに 響いて 来る 身に 

, J お ろぎ 

沁 むような 蟋蟀の 声 を 聞く 想いが する ので ある。 寝床 

あ わ なると 

で 母から よく 聞かされた 阿波の 鳴門の 十 郎兵衛 の 娘の 

哀話 も 忘れ 難い ものの 一 つであった。 

重兵衛 さんのお 伽噺 のレぺ ル トヮル はそう 沢山に は 

ほうきょう どう けちび 

なかった ようで ある。 北山の 法 経堂に 現れる 怪火の 

あら くら やま 

話と か、 荒 倉 山の 狸が 三つ 目 入道に 化けた の を 武士が 

退治した 話と か、 「しば てん」 (木の葉 天狗) と 相撲 を 

取る 話。 「えんこう」 (河童) を 釣る 話と かいう 種類の 

ものが 多かった。 一例と して 「えんこう」 の 話 をと る 

と、 夕涼みに 江 ノロ 川の 橋の 欄干に 腰 を かけて いると 



しっぽ すりこぎ のら 

付け、 尻尾に 摺粉木 を 一本 縛り付けて 野良へ 出して お 

く。 鴉が 下りて 来て 牛の 脊 中の 赤い 紙 を 牛肉と 思って 

つつく と、 牛は蠅 でも 追う 気で ぴしゃりと 尻尾で はた 

もろ 

く、 すると 摺粉 木の 一 撃で 鴉が 脆く も 撲殺され ると い 

うので ある。 

やなぎ や こ 

これらの 話 は、 柳 家 小さん の 落語の ごとく、 クライ 

スラ— のク ロイツェ ル ソナタの ごとく 実に 何度と なく 

同じ 聴衆の 前に 繰 返されて、 そうして その 度 ごとに 新 

しく その 聴衆 を 喜ばした ものである。 繰 返せば 繰 返す 

に つれて ますます その 面白味の 深さ を 加えた もので あ 

る。 ， J の 点で は 論語 や 聖書 も 同じ ことで あるの みなら 



である。 もしも 今の 少 青年に 民族的な 精神が 欠乏して 

いると すれば その 原因の 一 つと して は 西洋お 伽 噺の食 

傷 も 数えられなければ ならな いか もしれ ない。 

重兵衛 さん は 性的な 問題 を 取扱った 話 は ほとんどし 

なかった ようで ある。 姉の 家で 普請 をして いた 時に、 

はなれ もく 

田舎から 呼 寄せられて 離屋に 宿泊して いた 大工の 空 さ 

んか らも 色々 の 話 を 聞かされ たが これに はずい ぶん 露 

いり ま 

骨な 性的 描写が 入 交じ つ ていたが、 重兵衛 さんの 場合 

に は、 聴衆の 大部分が 自分の 子供であった ためにそう 

いう 材料 はこと さらに 用心して 避けた ものと 思われる _ 

とにかく 重兵衛 さんの 晚 酌の 肴 に 聞かして くれた 



て 強風に も 安定であった。 一緒に 公園の 茂みの 中に わ 

なを かけに 行っても 彼の かけた 係 蹄に はきつ とつぐ み 

ク .P 

ゃ鶸 鳥が 引 掛かる が、 自分のに はちつ とも かからな 

うなぎつ こ え び 

かった。 鰻 釣り や 小 海老 釣りで も 同様であった。 亀 さ 

んは鳥 や 魚の 世界の 秘密 をす つかり 心得て いるよう に 

見えた。 学校で はわり に 成績の よかった 自分が、 学校 

ではい つもび りに 近かった 亀さん を 尊敬し ない 訳に は 

行かなかった。 学校で 習う こと は、 誰でも 習い さえす 

れば覺 える ことで あり、 一 とわたり は 言葉で 云い 現わ 

す ことの 出来る ような 理窟の 筋道の 通った ことば かり 

であった が、 亀さん の 鳥 や 魚の 世界に 関する 知識 は 全 



衛 さんの 晚酌 時の 講話の 時に 授かった ものであった。 

重兵衛 さんの 寺子屋 時代の i、5 戯に はずい ぶん 過 劇な も 

の も あ つたよう である。 

こういう、 学校で は 教わらない 悪戯 教育 も、 今から 

考えて みると 自分に は 色々 な 意味で 有益で あり 貴重な 

ものであった ように 思われる。 人生 行路に 横たわる 幾 

多 の 陥穽に 対する 警戒 の 芽生え を 植付けて くれたよう 

おの 

な 気がする。 他人の 軽微な 苦痛 を 己が 享楽の 小 杯に 盛 

ろうとす る 不思議な 心理が い か なる 善良な 人 々の 心の 

奥に も 潜在す る こと を 教えて くれたよう である。 それ 

から、 冒険と いう ものに 対する 本能 的な 興味の 最初の 



小さな 焰に 点火して くれたと も 考えられる。 

， J の 頃 活動写真 で 色々 な 空中戦の 壮烈な 光景 を 見せ 

られ る。 空の 勇士、 選りぬ きの ェ ー スが手 馴れの 爆撃 

機 を 駆って 敵地に 向かう ときの 心 持に は、 どこか しら、 

や いんきょ 

亀さん が 八 かまし やの 隠居の 秘蔵の 柿 を 掠奪に 出かけ 

たと きの 心 持の 中の ある 部分に 似た ものが あり はしな 

いか。 こんな 他愛の ない こと を 考える こと も ある。 そ 

れ はとに かく、 亀さん が 鳥人に なったら おそらく 人並 

以上の 離れ 業 を 演じ 得る 名 操縦士に なった ことで あろ 

、つ。 

亀さん の 妹の 丑 尾さん と は あまり 一 緒に 遊ぶ ことが 



記 は、 子供 を もった 現代の 世間の 親 達に も、 もしゃ 何 

かの 参考になる かもしれ ない と 思う ので ある。 

(昭和 八 年 一 月 『婦人 公論』) 

(『蒸発皿』 への 追記) この 記事が 縁と なって、 重 兵 

衛 さんの 次男の 亀さん からの 消息に 接する ことが 出 

だい れん 

来た。 今日で は 立派な 医師と なって 大 連の 方に 住ん 

でい るので ある。 家族 一同の 写真 を 送って くれたが、 

四十 年 前の 亀さん の 面影が 今日で も そっくり その ま 

まに 残つ ている のであった。 
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